
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と 

利
用
者
保
護
の
バ
ラ
ン
ス

　

「
機
能
別
・
横
断
的
な
金
融
規
制

の
整
備
等
、
情
報
技
術
の
進
展
そ
の

他
の
我
が
国
の
金
融
を
取
り
巻
く
環

境
変
化
を
踏
ま
え
た
金
融
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
」

│
│
。
昨
年
11
月
16
日
の
金
融
審
議

会
総
会
で
示
さ
れ
た
麻
生
太
郎
金
融

担
当
大
臣
の
諮
問
事
項
に
基
づ
き
、

「
金
融
制
度
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー

プ
」
で
有
識
者
等
に
よ
る
議
論
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
業
法
の
存
在
に
よ

っ
て
、
機
能
・
リ
ス
ク
が
類
似
し
た

サ
ー
ビ
ス
で
も
行
為
主
体
に
よ
っ
て

適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル
が
異
な
る
こ
と

や
、
Ｉ
Ｔ
の
進
展
等
に
対
応
で
き
て

い
な
い
規
制
が
存
在
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
っ
た
課
題
認
識
に
基
づ
き
、

抜
本
的
な
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
。
２
月
９
日
ま
で
に

４
回
の
会
合
が
開
か
れ
た
が
、
検
討

課
題
が
広
範
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

長
丁
場
の
議
論
に
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
金
融
の
機
能
を

「
決
済
」（
為
替
取
引
等
）、「
資
金

供
与
」（
貸
付
等
）、「
資
産
運
用
」

（
金
融
商
品
取
引
法
で
規
制
さ
れ
て

い
る
行
為
等
）、「
リ
ス
ク
移
転
」

（
保
険
等
）
に
分
け
た
う
え
で
、
そ

の
概
念
や
現
行
法
の
意
義
な
ど
が
議

論
さ
れ
て
い
る
。
特
に
決
済
に
つ
い

て
は
、
複
数
の
業
法
に
基
づ
い
て
多

種
多
様
な
事
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
法

整
備
に
対
す
る
期
待
が
大
き
い
分
野

の
一
つ
だ
。
た
と
え
ば
、
個
人
間
送

金
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
決

済
な
ど
が
可
能
な
ア
プ
リ
を
展
開
す

る
Ｋ
ｙ
ａ
ｓ
ｈ
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
）
は

資
金
決
済
法
に
基
づ
き
前
払
式
支
払

手
段
発
行
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
。
17
年
12
月
に
は
サ
ー
ビ
ス
開
始

か
ら
１
年
弱
で
利
用
者
が
20
万
人
を

突
破
し
た
が
、「
よ
り
多
く
の
方
へ

の
サ
ー
ビ
ス
拡
大
を
考
え
る
と
、
資

金
決
済
法
の
規
定
に
よ
っ
て
お
客
さ

ま
が
残
高
を
現
金
化
し
て
引
き
出
せ

な
い
点
が
障
害
に
な
り
う
る
」（
鷹

取
真
一
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
い

う
。
現
在
の
日
本
で
は
利
用
者
に
と

っ
て
現
金
化
で
き
る
と
い
う
安
心
感

は
大
き
く
、「
現
金
化
が
担
保
さ
れ

て
い
れ
ば
使
い
始
め
る
と
い
う
声
も

機
能
別
・
横
断
的
法
制
の
実
現
に
向
け
た
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
受
け
、
金
融
機
関
や
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業

か
ら
は
、
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
い
た
規
制
の
導
入
な
ど
に
期
待
す
る
声
が
聞
か
れ
る
。
非
金
融
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
台
頭
や
人
口
減
少
な
ど
の
環
境
変
化
を
受
け
、
既
存
金
融
機
関
を
中
心
と
し
た
従
来
の
枠
組
み
が
変
化

し
つ
つ
あ
る
な
か
、
新
旧
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
直
面
し
て
い
る
課
題
や
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
方
策
を
探
っ
た
。
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主
犯
格
は
財
政
悪
化
懸
念
？

米
国
の
長
期
金
利
が
上
昇
し
、
日
米
金
利
差
が

拡
大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
為
替
市
場
で

ド
ル
安
が
進
ん
で
い
る
。
米
国
債
10
年
物
利
回
り

は
２
０
１
７
年
末
の
２
・
４
％
か
ら
２
カ
月
足
ら

ず
で
２
・
９
％
ま
で
跳
ね
上
が
り
、
一
方
の
日
本

国
債
10
年
物
利
回
り
は
日
銀
の
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
０
％
程
度
で
安
定
的

に
推
移
し
て
い
る
た
め
、
本
来
な
ら
ば
日
米
金
利

差
拡
大
か
ら
ド
ル
高
に
振
れ
る
局
面
だ
。
し
か
し
、

ド
ル
円
相
場
は
17
年
末
の
１
㌦
＝
１
１
２
円
台
か

ら
急
降
下
し
、
２
月
16
日
に
は
一
時
１
㌦
＝
１
０

５
円
台
半
ば
と
１
年
３
カ
月
ぶ
り
の
円
高
と
な
っ

た
。市

場
関
係
者
の
一
部
で
米
金
利
高
・
ド
ル
安
の

主
犯
格
と
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
過
度
に
拡
張
的

な
財
政
政
策
に
よ
る
「
財
政
悪
化
懸
念
」
だ
。
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
17
年
末
に
10
年
で
１
・
５
兆
㌦
を

減
税
す
る
税
制
改
革
を
成
立
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、

２
月
12
日
に
公
表
さ
れ
た
予
算
教
書
で
も
財
政
支

出
拡
大
を
謳
っ
て
い
る
。

米
上
下
両
院
は
２
月
９
日
、

国
防
費
や
公
共
事
業
費
を

積
み
増
す
た
め
、
18
会
計

年
度
（
17
年
10
月
〜
18
年

９
月
）
と
19
会
計
年
度
の

歳
出
上
限
を
、
合
計
３
０

０
０
億
㌦
（
約
33
兆
円
）

引
き
上
げ
る
予
算
関
連
法

案
を
可
決
。
18
会
計
年
度

の
裁
量
的
経
費
は
１
兆
２

０
８
０
億
㌦
と
前
年
度
比

13
％
増
加
す
る
。

日
米
金
利
差
が
拡
大
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

ド
ル
高
に
つ
な
が
ら
な
い

の
は
、「
財
政
悪
化
懸
念
が
ド
ル
の
信
認
低
下
を

意
識
さ
せ
て
い
る
」（
市
場
関
係
者
）
た
め
だ
。

今
回
の
米
金
利
高
の
背
景
と
し
て
財
政
悪
化
懸
念

が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
た
め
、
市
場
関
係
者
の

一
部
に
は
「
悪
い
金
利
上
昇
」
と
見
る
向
き
が
出

始
め
て
い
る
。

現
在
は
む
し
ろ
良
い
金
利
上
昇

た
だ
し
、
今
回
の
金
利
上
昇
を
「
悪
い
金
利
上

昇
」
と
見
る
の
は
時
期
尚
早
か
も
し
れ
な
い
。
そ

も
そ
も
悪
い
金
利
上
昇
は
、
景
気
が
悪
化
す
る
な

か
で
金
利
が
上
昇
す
る
こ
と
で
あ
り
、
典
型
例
は
、

景
気
低
迷
と
物
価
高
が
併
存
す
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
下
で
国
の
財
政
が
悪
化
し
、
歳
入
を
補
う

米
国
で
進
む
長
期
金
利
の
上
昇
を
、
市
場
関
係
者
の
一
部
は
財
政
悪
化
懸
念
が
引
き
起
こ
し
て

い
る
「
悪
い
金
利
上
昇
」
と
見
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
米
景
気
が
好
調
な
こ
と
や
長
期
金
利

が
３
％
手
前
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
悪
い
金
利
上
昇
と
判
断
す
る
の
は
早
計
の
よ
う

だ
。
た
だ
し
、
ト
ラ
ン
プ
減
税
等
に
伴
う
財
政
悪
化
懸
念
は
避
け
て
通
れ
な
い
テ
ー
マ
。
今
の

と
こ
ろ
悪
い
金
利
上
昇
は
「
出
る
ら
し
い
」
と
噂
さ
れ
て
い
る
「
幽
霊
」
に
す
ぎ
な
い
が
、
米

国
経
済
の
減
速
を
示
唆
す
る
指
標
が
出
る
た
び
に
、
幽
霊
が
市
場
を
揺
さ
ぶ
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
悪
い
金
利
上
昇
」
と
い
う

幽
霊
が
顔
を
出
す
日
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都
市
部
で
重
点
的
に 

ミ
ド
ル
リ
ス
ク
業
務
の
展
開
を

─
─
提
言
で
は
、
商
工
中
金
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
あ
り
方
を
提
示
し
た

　

提
言
は
、
全
国
の
中
小
企
業
を
支

援
し
て
い
く
た
め
に
、
商
工
中
金
が

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
こ
と
を
促
す
も
の
だ
。
そ
の
た
め

に
二
つ
の
業
務
を
メ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
位
置
付
け
た
。
一
つ
は
銀
行

業
の
伝
統
的
な
業
務
で
、
担
保
・
保

証
に
依
存
し
な
い
事
業
性
評
価
に
基

づ
く
融
資
等
。
も
う
一
つ
は
中
小
企

業
の
抜
本
的
な
事
業
再
生
や
、
メ
ザ

ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
等
の
市
場
型
間

接
金
融
だ
。
い
ず
れ
も
従
来
、
地
域

金
融
機
関
等
が
積
極
的
に
取
り
組
め

て
い
な
い
分
野
だ
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ら
は
「
ミ
ド
ル
リ
ス
ク
業

務
」
と
総
称
で
き
る
。
そ
の
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
「
ミ
ド
ル
リ
ス
ク

層
」
で
あ
る
正
常
先
下
位
か
ら
要
注

意
先
の
企
業
だ
が
、「
ロ
ー
リ
ス
ク

層
」
の
正
常
先
上
位
の
企
業
に
対
し

て
も
取
り
組
む
余
地
は
あ
る
。
ま
た
、

ミ
ド
ル
リ
ス
ク
層
に
対
し
て
は
、
単

純
な
長
期
融
資
な
ど
の
ロ
ー
リ
ス
ク

業
務
に
取
り
組
む
の
も
い
い
。
ロ
ー

リ
ス
ク
層
の
顧
客
に
対
す
る
ロ
ー
リ

ス
ク
業
務
は
積
極
的
に
や
る
べ
き
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

─
─
地
域
金
融
機
関
の
ミ
ド
ル
リ
ス

ク
業
務
の
取
組
み
が
不
十
分
な
背
景

を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

商
工
中
金
に
と
っ
て
の
課
題
は
何
か

　

地
域
金
融
機
関
も
ミ
ド
ル
リ
ス
ク

業
務
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、

人
材
を
育
成
し
な
が
ら
長
い
目
で
取

り
組
ん
で
い
く
余
裕
の
な
い
ま
ま
、

利
ザ
ヤ
の
薄
い
業
務
で
厳
し
い
競
争

の
な
か
に
い
る
状
況
だ
と
思
う
。

　

商
工
中
金
に
と
っ
て
の
課
題
も
、

一
つ
は
人
材
だ
。
ミ
ド
ル
リ
ス
ク
業

務
を
担
え
る
職
員
が
ど
の
程
度
い
る

の
か
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
早
急

に
人
材
育
成
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
大
き
な
組
織
改

「
商
工
中
金
の
在
り
方
検
討
会
」
が
１
月
11
日
、
提
言
（
中
間
取
り
ま
と
め
）
を
公
表

し
た
。
内
容
は
、
①
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
あ
り
方
、
②
危
機
対
応
業
務
の
見
直
し
、
③

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
④
完
全
民
営
化
に
つ
い
て
─
─
の
４
項
目
か
ら
な
る
。
昨
年
11
月

17
日
か
ら
の
短
期
間
で
提
言
を
ま
と
め
た
検
討
会
に
お
い
て
座
長
を
務
め
た
大
和
総
研

の
川
村
雄
介
副
理
事
長
に
、
提
言
に
込
め
た
思
い
を
聞
い
た
。（
編
集
部
）
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